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議会運営委員会 議会広報常任委員会 産業福祉常任委員会 総務文教常任委員会
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会

第
１
回
｟
３
月
３
日
｠

・
正
副
委
員
長
の
互
選
に
つ
い
て

第
２
回
｟
３
月
４
日
｠

・
オ
ホ
ー
ツ
ク
町
村
公
平
委
員
会

　
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

・
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

　
い
て

・
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

　
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

　
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

　
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定

　
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び

　
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　
改
正
に
つ
い
て

・
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及

　
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い
て
　

　
｟
旧
本
岐
小
学
校
校
舎
棟
敷
地
｠

・
体
育
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に

　
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

　
い
て

・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一

　
部
改
正
に
つ
い
て

・
第
８
次
津
別
町
社
会
教
育
中
期

　
計
画
に
つ
い
て

・
令
和
７
年
度
各
会
計
予
算
原
案

　
の
概
要
に
つ
い
て

産
業
福
祉
常
任
委
員
会

第
１
回
｟
３
月
３
日
｠

・
正
副
委
員
長
の
互
選
に
つ
い
て

第
２
回
｟
３
月
５
日
｠

・
農
業
新
規
参
入
者
誘
致
条
例
の

　
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
有
害
鳥
獣
駆
除
奨
励
条
例
の
一

　
部
改
正
に
つ
い
て

・
産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

　
事
業
に
つ
い
て

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
人

　
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

　
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

　
い
て

・
社
会
福
祉
法
人
津
別
福
祉
会
へ

　
の
支
援
に
つ
い
て

・
町
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に

　
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

　
い
て

・
上
下
水
道
事
業
職
員
の
給
与
の

　
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
令
和
７
年
度
各
会
計
予
算
原
案

　
の
概
要
に
つ
い
て

議
会
広
報
常
任
委
員
会

第
２
回
｟
３
月
３
日
｠

・
正
副
委
員
長
の
互
選
に
つ
い
て

第
３
回
｟
３
月
12
日
｠

・
議
会
報
197
号
の
編
集
に
つ
い
て

第
４
回
｟
４
月
14
日
｠

・
議
会
報
198
号
の
編
集
に
つ
い
て

議
会
運
営
委
員
会

第
１
回
｟
３
月
３
日
｠

・
正
副
委
員
長
の
互
選
に
つ
い
て

第
２
回
｟
３
月
７
日
｠

・
意
見
書
等
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

・
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関

　
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
請
願
に
つ
い
て

第
３
回
｟
３
月
13
日
｠

・
第
２
回
津
別
町
議
会
定
例
会
の

　
運
営
に
つ
い
て

報
告
さ
れ
た
事
項

第
２
回
定
例
会

　
　
　
｟
３
月
11
日
｠

■
高
齢
者
に
対
す
る
お
祝
い

に
つ
い
て
■
丸
玉
木
材
株
式

会
社
様
か
ら
の
寄
附
に
つ
い

て
■
津
別
中
学
校
・
二
水
國

民
中
學
交
流
事
業
に
つ
い
て

■
堆
肥
製
造
施
設
の
火
災
に

つ
い
て
■
寄
附
に
つ
い
て

■
国
営
農
地
再
編
整
備
事
業

「
津
別
地
区
」
完
成
祝
賀
会

に
つ
い
て
■
令
和
６
年
度
北

海
道
産
業
貢
献
賞
の
受
賞
に

つ
い
て
■
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
動
成
果
報
告
会
に
つ

い
て

議会の録画映像を
配信しています

ＱＲコードからも

アクセスできます！

　インターネットを利用した

定例会の録画配信を行ってい

ます。

　町のホームページにアクセ

スしてご覧ください。

※「ＹｏｕＴｕｂｅ」による

　　配信です。
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16
30

日　第１回全員協議会

日　北海道市町村職員退職手当組合

　　議会定例会（札幌市）

３日　オホーツク町村議会議長会役員会・

　　定期総会（遠軽町）

３

４

５

７

11～25　　

12

13

日　第１回津別町議会臨時会

　　第２回全員協議会

　　第１回総務文教常任委員会

　　第１回産業福祉常任委員会

　　第２回議会広報常任委員会

　　第１回議会運営委員会

　　第３回全員協議会

日　第２回総務文教常任委員会

日　第２回産業福祉常任委員会

日　第２回議会運営委員会

日　第２回津別町議会定例会

日　第３回議会広報常任委員会

日　第３回議会運営委員会

４月

３月

２月

１月

14日　第４回議会広報常任委員会

　
　

令
和
７
年
度
の
予
算
の
審
議
に

　

つ
い
て
、
世
界
の
不
安
定
な
状
況

　

を
受
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
値

　

上
が
り
し
、
日
常
生
活
の
不
安
が

　

大
き
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
お
隣
の
北
見
市
で
は
45

　

億
円
の
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
、

　

財
政
健
全
化
を
図
る
と
報
道
さ
れ
、

　

「
津
別
は
大
丈
夫
な
の
か
」
「
影

　

響
は
な
い
の
か
」
と
い
っ
た
声
も

多
く
聞
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
で
令
和

７
年
度
の
予
算
審
議
を
行
い
ま
し
た

が
、
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
業
務
で
は

新
た
な
体
制
を
つ
く
り
、
寄
附
額
１

億
円
を
改
め
て
目
指
し
、
津
別
病
院

に
つ
い
て
は
、
先
行
き
は
見
え
な
い

な
が
ら
も
病
院
施
設
整
備
基
金
積
立

金
と
し
て
１
億
円
を
積
み
増
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
北
見
市
の
ご
み
焼
却

施
設
に
対
し
て
、
燃
焼
代
や
人
件
費

の
高
騰
に
よ
る
使
用
料
の
増
額
は
あ

る
が
、
津
別
の
ご
み
袋
の
値
段
は
据

え
置
く
等
の
回
答
を
頂
き
、
令
和
７

年
度
の
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

わ
が
町
は
平
成
の
大
合
併
の
時
に

自
分
た
ち
の
道
を
歩
む
選
択
を
し
ま

し
た
。
依
然
と
し
て
厳
し
い
財

政
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
力

を
合
わ
せ
、
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
も
明
る
い
未
来
が
訪
れ
る

よ
う
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

す
。　
　
　
　
　
　

｟
小
林
｠
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議会を傍聴してみませんか
　会議当日の受け付けで傍聴できます。気軽に

お越しください。

※日程は、町のホームページで確認していただ

　くか、議会事務局へお問い合わせください。

■厚生年金への地方議会議員の加入のための法整備

　を求める意見書

■持続可能な学校の実現をめざす意見書

【要旨】

　今、学校現場は、教員希望者の減少に加え、病気

休職者の増加や早期退職者の増加など、深刻な教職

員不足により子どもたちの学びに大きな支障を及ぼ

している。持続可能な学校の実現のためには、教職

員の勤務環境の改善、とりわけ長時間労働の是正が

喫緊かつ最大の課題である。令和６年４月には、猶

予期間が設けられていた５業種に労基法時間外上限

が付され、社会全体が勤務時間の適正化にむかう

中、給特法適用の教員については上限を守らない状

態が放置されている。

　「骨太方針２０２４」では、中教審「審議のまと

め」をふまえ、「２０２６年度までを集中改革期間

とし、働き方改革の更なる加速化、処遇改善、指

導・運営体制の充実、育成支援を一体的に進め

る」、「２０２５年度通常国会に教職調整額の水準

や各種手当の見直しなど給特法改正案を提出する」

としている。

　学校の働き方改革の前進を図るとした「骨太方

針」が実現されたとしても長時間労働是正には不十

分であり、教員の健康と福祉が守られていない状況

の抜本的な是正策として、具体的な業務削減、教員

の業務負担軽減につながる教職員定数改善などを策

定・実施すべきである。また、令和元年に改正され

た給特法の附帯決議の趣旨をふまえた更なる施策の

実施が欠かせない。

　国においては、持続可能な学校の実現と子どもた

ちのゆたかな学びの保障のため、学校の長時間労働

是正に資する政策実行を求める。


